平成　　年（　）第　　　　号建物明渡請求事件

原　告　　○　○　○　○

被　告　　○　○　○　○

求　釈　明　申　立　書

平成　　年　　月　　日

　　　地方裁判所民事第　　部　　係　御中

被告訴訟代理人弁護士　　　　　　　　　　　印

　頭書の事件について、被告は、原告に対し、次のとおり釈明を求める。

第１　履行の催告について

　　原告は、被告の平成　　年　　月分の賃料不払いを理由に本件建物の賃貸借契約を解除したとして、本件建物の明渡しを求めているが、賃料不払いを理由として賃貸借を解除するためには、賃料支払の催告が必要であると解されるところ、上記催告をしたのであれば、その日時及び相手方を明らかにされたい。仮に、右催告をすることなく本件建物の賃貸借契約を解除したのであれば、無催告解除が許される理由を明らかにされたい。

第２　賃料相当損害金について

　　原告は、賃料不払いを理由として本件建物の明渡しを請求し、１か月　　万円の割合による損害金を請求しているが、本件建物賃貸借契約の賃料は、１か月　　万円であるところ、上記損害金が上記賃料よりも高額である根拠を明らかにされたい。

